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次のとおり、標記事業を実施したので、報告します。 
学 校 の 名 称 高松市立牟礼北小学校 

派 遣 内 容 急な大雨・雷・竜巻から身を守る 

日 時 平成 29 年 10 月 25 日（水）９：30  ～ 11：30   

場 所 高松市立牟礼北小学校 視聴覚室 

対 象 者 

参 加 人 数 

児童数   ５５名   

クラス数   ２クラス（特別支援学級 １クラス）  

教職員数   ３名 

 

内 容 ・ 日 程 等 

前半：講話 

後半：ミニワークショップ・ビデオ視聴 

 

 

 

 

取 組 に お け る 成 果 

 

 

 

 

全体を通して、理科の「台風と天気の変化」や「流れる水のは

たらき」と関連していたので、児童は意欲的に学習することがで

きた。 

 前半は、講義形式で気象情報や防災行動についての基礎的な知

識を学ぶことができた。注意報や警報の種類、防災気象情報を知

ったときの避難行動について、ワークシートに書き込みながらま

とめることができた。 

 特に、土石流が流れ出す様子 

の映像を見た時は、一刻も早い 

避難が求められることを実感で 

きていた。 

 後半は、ミニワークショップ 

形式で進められた。ビデオ「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう 

被害編」を見て、被害に遭わないために自分ならどう行動するか

をワークシートに書き込んだ。その後、４人の班で話し合いを行

い、全体交流をした。 

 

 

 

映像をじっと見る児童 



児童の話し合いでは「黒い雲 

（積乱雲）が近付いてきたらす 

ぐに家に帰る」「竜巻が起こり 

そうなときは建物の中に避難す 

る」「近くの子ども SOSの家 

に避難する」「大雨のとき川 

の近くには行かない」などの意 

見が出た。 

 その後ビデオ「急な大雨・雷 

・竜巻から身を守ろう 解説編」 

を見て、自分たちの話し合いで 

出た意見が正しかったことを確 

認した。 

 ビデオでは、多くの実験が行 

われており、雷が落ちる様子や、 

竜巻の威力、浸水時歩行できない様子など普段目にすることので

きない事例が入っていて、災害の恐ろしさを改めて感じることが

できた。 

 最後に授業を受けての感想を聞くと、「自分だけは大丈夫と思

わず、素早い行動を心がけたい」や「普段から家族で防災につい

て話し合いをし、避難場所についてきちんと決めておきたい」と

いう意見が出た。どの児童も防災への関心が高まったと言える。 

 

 

 

今 後 の 課 題 

 

この学習を単発で終わらせるのではなく、継続的に指導してい

きたい。また、家庭とも連携しながら、登下校時の避難について

も繰り返し指導していきたい。 

 

 

班で話し合う児童 

解説編を食い入るように見る児童 
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